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＜連絡事項＞
· 11/3の写真撮影実施。残り番：服部・川井

· 昇格試験の受験日を各自今週中にＳＧＭへ連絡

· 10/14、飯野・上野が出張の為不在

· 10/15、東北メディカル学院の学生2名見学実習予定

· 10/15、15：00～実地指導打ち合わせ（参加：上野）

＜利用者様情報＞
細越　定生様～体調を見て来所を決めると連絡あり、定時前に来所している。表情の硬さは無く、「体調は持ち直した」と話しているが、ソワソワした様子や物音に敏感に反応するなど、易刺激性見られている。

坂本　房子様～本日よりデイケア利用開始予定としていたが、外来受診のみ来院している。外来受診に同行し、本人から「父が借金していてお金ないから、訪問看護もデイケアも利用したくない」と訴えあり。担当医との面談時に自立支援について説明している。説明後は、デイケア利用は承諾しているが、バス代が往復で960円かかり負担であると訴え、利用を毎週から2週1回としている。

担当医との面談終了後、デイケア利用時の書類・食費・遅刻や欠席時の連絡について再度説明している。

溝越　キク様～息子が精神不調により帰郷しており、今まで済んでいたアパートも引き払ってきたと話している。2週間ほど前から幻聴・幻視があり帰郷しているが、本人（キク様）が生活保護受給の為、同居は出来ないと考え息子は友人宅に住んでいるとの事。保護者のお姉様からは一緒に住むことへの承諾は得ており、生活保護受給の場合に息子と同居することは可能か担当医へ相談するとの事。

田向　玲美様～デイケアでの人間関係に疲れたと訴え欠席。自宅では宗教の手伝いをするようにご家族から言われており、手伝いをするのであればデイケアを退所しても良いと言われたと報告している。デイケアと学会（宗教）活動との両立への混乱もある為、デイケアを退所したいと希望あり、本日外来受診して担当医へ退所の相談をすると話している。担当医との面談実施後、「先生から週1日はデイケアを使うようにと言われた」と報告あり、担当医からの指示に納得出来ないと話し、担当スタッフとの面談希望。本日午後より来所して面談を行う事としている。

五日市　公様～昨日転倒時に殴打した右側胸部・左胸に湿布貼付して来所。痛みは訴え聞かれない。担当医よりてんかん薬の血中濃度低下の可能性もある為、検査実施後必要であれば調整をするよう指示受けている。指示内容は関係機関へ情報提供している。

稲垣　ふき様～今朝3：00に中途覚醒し、その際に自分の腹部に田中(一)様・其田様が乗っていたと訴えている。話をしている最中に、「そんなことあるわけないよね」と自分から発言している。

＜外来情報＞
・溝越　キク様～栄養指導実施しています。体重66.2kg。息子が八戸に帰ってきているが、どこにいるかわからない。お金も保険証もないようだと。福祉課に相談したら、息子さんは当院でみてもらえると言われたとのこと。まず、息子様の生活保護の手続をしないと受診もできないことをPSWより説明受けています。

・川口　尚良様～禁煙希望あり、禁煙外来一覧表渡しています。煙草の楽しみがなくなると話されています。

・四戸　冷子様～退院後初外来。次回栄養指導のため、栄養士より聞き取り調査実施しています。頬

に傷あり、エルタシン軟膏処方となっています。

・平　京子　様～アパートについては保留中。主治医より、保証人も必要だから１人で考えないこと説明受けています。

・淡路　智恵子様～日赤泌尿器科より、痛み止め処方となっているが、今後は当院で処方してもらうように言われたとのこと。当院での処方に切り替わります。
・大久保　康弘様～幻聴はあるが、最近は気にならなくなった。デイナイトケアへ来ている時は、気にならない。また、火曜日・木曜日の通所もできそうだと話されています。

・田向　怜美様～聖教新聞を配らなければいけなくなったので、デイケアとの両立は難しいからデイケアをやめたい、いきたくないと話しています。主治医より、デイケアに籍を残したまま、週一回でもいいので通所するようにとのアドバイスあります。

・繁名　和恵様～風邪ひいたと訴えあり、風邪薬処方となっています。幻覚は続いているとのことです。

・本多　富美様～母の手伝いをしており、普通に生活していますと話しています。今週開催される収穫祭が楽しみだとのことです。
＜勉強会＞

グループの力を活用したデイケア実践～グループワークの視点～

１．グループワームの定義と目的

グループワークとは「意図的グループ経験を通じて、個人の社会的に機能する力を高め、又、個人、集団、地域社会の諸問題に、より効果的に対処し得るよう、人々を支援するものである」と定義されている。つまり、グループの相互作用と、プログラム活動によって個人の能力とニードにしたがって成長を促す事、他の人や社会に対して適応を図ること、意欲を持てるよう支援する事、自分の権利と能力について認識させる事、抱える社会的諸問題を解決あるいは軽減できるよう援助し、自分の計意見の質と幅の拡大を実践できる事等を目的としている。

２．グループワークの機能

グループの目的別にいくつかのモデルがある

· 社会目標モデル～メンバーの生活の質向上と、コミュニティ福祉の実現に向けて社会的責任を果た

し、抑圧の緩和を目指す

· 相互支援モデル～社会とメンバーの交流を目的とする。メンバーのニーズを充足する事が出来るよ

うに支援し、グループ内の相互支援が可能になるように働きかける。

· 治療モデル～メンバー個々の機能回復に焦点を置く。問題に対処し新しい行動の仕方を学ぶ事を支

援する。

· レクリエーションモデル～余暇活動を楽しみ、豊かな生活を体験するためのグループ活動

· 教育モデル～知識・技術の獲得のために利用される

· 成長モデル～健全育成や個人の能力アップや成長を目的とする

３．グループワークの原則

メンバー参加・体験の原則

　　メンバーの興味やニーズを反映しつつ、参加意欲や役割達成感を育てる

受容と安全の提供

　　個人の行動パターンや価値観を尊重し受容する。グループの安全を保障する

個別化の原則

　　個々人の社会環境や個性を尊重し、個別の存在である事を絶えず意識する

自由で民主的文化の醸成

　　個人の意見が尊重され、失敗が非難される事がない民主的文化をつくる

意図的関与と制限の原則

　　交流や自己洞察を促し、グループの目標達成を刺激する

　　個人の不満や拒否的態度がグループを脅かす恐れがある場合は、意図的に関与してメンバーと共に対処法を検討したり制限を加える

葛藤解決の原則

　　現実場面での対立や葛藤等に向き合い、その解決の過程を体験する。

秘密保持の原則

　　安心して発言し行動している場での出来事は、外部にもらさない責任がある

４．グループワーク展開過程で生じるグループダイナミクス

※グループワークを展開する際に様々なプログラムを用いる

　プログラムに取り組む事が目的ではなく、その過程での相互作用を促し、グループダイナミクス（力動）を活用する事が重要。展開過程で生じる矛盾・緊張・対立・葛藤・共感などに注目し、それらを活用してグループ及び個人の変化・成長・認知の修正・生活技能の獲得を行う。

※プログラムの検討

　　特に個別の利用目的に配慮したプログラム構成を心がけ、グループダイナミクスが生じるための道具の一つとして用いる。それぞれのプログラムに期待できる効果や意義について、スタッフ間で確認しておく事が望ましい。

　　メンバー個人の状況や社会環境に配慮し、三者関係につなげていき、グループの力を活かした対応を実践する。メンバー個人やグループが経験を拡大し、自分や他者の理解・認知や行動の変容・住民としての成長を促すようプログラムを構成。

５．デイケア通所メンバーの特徴とデイケア利用の目的

グループを用いた援助は、実践プロセスで個人とグループの成長と変化を目指す事に目標をおく。個人の課題や環境に配慮して、グループワーク場面で生じる相互作用に関与する働きかけを通して、個人の環境に対する対処能力や適応力の増進、社会生活や技能の向上と共にグループの成長変化も目指す。

まずグループが安全な場である事を保障し、通所やグループ活動参加の動機付けをゆっくり共に作り上げていく過程が不可欠。利用目的は個人によって様々だが、病気や障害の受容・情報の共有・自他についての理解やエンパワメントは共通。

６．デイケアで期待されるメンバーの変化・主体的生き方の支援

　　自分及び他者の独自性を認識し、人との関係や相互作用を意識し、他者との付き合い方や社会生活技能を獲得していく。また、自分たちが受けている医療や社会資源、周囲の人々との関係及び生きている環境などについても関心を持つよう支援する。

　個々人か自らの独自性を見出し肯定的に受け止め、他者と共存することによって、そのグループを大切な居場所として認識していく事が期待される。

７．デイケアにおけるプログラムの検討

プログラムはメンバー個人やグループの目的やニーズに応じて内容を考える。

一般的には、グループ開始期はグループ内の関係つくりに配慮したプログラム、

　　　　　　次の時期にはメンバーが望むあるいは課題解決に有効と思われるプログラム構成で共に取り組み活動する、

　　　　　　最終期は活動を振り返り評価する、

という経過をたどるが、最初の立ち上げ時期を除けば個別に参加してくるため、時期に応じた対応よりも、規制のグループに新しいメンバーをどう受け入れるかが課題。

プログラムに参加しない人については、その理由や気持ちを時間をかけて聞いていく。

８．スタッフの役割

・グループの場での安心・安全を保障し、本人の主体性を重視する事。

· グループの中での他者との相互作用による変化・成長の促進を銘記する事。

· グループの主体性を優先、各自が自分の意見や行動に自信を持つよう励まし支援する

· 新しいプログラムや行事への参加により、経験や関心が広がるよう支援する

· 他のメンバーとの共生の体験を通して、技能の向上や行動の変容に繋がるよう促す

· 問題に直面し、解決に向けて工夫するよう、刺激と支援をグループに提供する

· スタッフミーティングを活用して、他職種協働や主体性の重視について相互点検する

· 仲間意識の育成と地域で生きる力と方法の獲得につなげるよう働きかける

